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正会員数1,228名　賛助会員 33個人・65団体（８月末現在）
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会 報



 

令
和
四
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
対
面
で
の
集
会
等
活
動
は

制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
聞
等

の
広
告
・
山
形
市
報
へ
の
有
料
広

告
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ(

電

子
広
告)

等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
、
積
極
的
に
広
報
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
実
施
内
容

一�　

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
し
た
役
職
員
、
会
員

に
よ
る
普
及
活
動
及
び
加
入
の

働
き
か
け
の
実
施

　

�

→
山
形
市
の
公
民
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
依
頼
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
入

会
の
勧
誘
や
、
仕
事
の
依
頼
を

周
知

二�　

会
員
と
市
民
が
交
流
す
る
シ

ル
バ
ー
フ
ェ
ア
等
開
催

　
�

→
会
員
互
助
会
文
化
祭
に
お
け

る
活
動
風
景
の
パ
ネ
ル
展
示
に

取
り
組
む

三�　

役
職
員
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕

活
動
の
実
施

　

�

→
女
性
部
会
が
、
市
の
菅
笠
確

保
対
策
連
絡
会
に
参
加
し
、
花

笠
製
作
に
携
わ
る

四�　

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
広
報
活
動
の
実
施　
　

　

�

→
従
来
の
普
及
啓
発
活
動
内
容

等
の
山
形
市
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の

情
報
提
供
や
新
聞
な
ど
の
広
告

掲
載
に
加
え
て
、
左
記
の
と
お

り
広
報
活
動
の
充
実
を
図
る

　

①�　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

活
用
し
、
新
た
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
山
形
南
店
に
お
い
て

セ
ン
タ
ー
の
広
告
放
映
を
行

う

　

②�　

「
広
報
や
ま
が
た
」
裏
面

の
広
告
欄
に
、
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
〝
チ
エ
ブ
ク

ロ
ー
〟
を
配
置
し
た
広
告
を

掲
載

十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す

―
コ
ロ
ナ
禍
社
会
、
新
た
な
活
動
の
推
進
―

　

六
月
二
十
三
日
、
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
（
東
京
）
の
令
和
四
年

度
総
会
に
て
、
長
瀬
理
事
長

が
全
シ
協
会
長
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

事
長
と
し
て
十
年
以
上
就
任

し
、
会
員
及
び
事
業
実
績
の

拡
大
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら

れ
る
賞
で
す
。
広
報
部
よ
り

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
出
来
事
は
、
就
任

翌
年
、
平
成
二
十
四
年
四
月

「
公
益
社
団
法
人
」
に
移
行

し
た
こ
と
で
す
。
公
益
認
定

に
よ
り
、
市
民
か
ら
セ
ン

タ
ー
及
び
会
員
に
対
す
る
信

頼
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
山
形
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

会
長
の
時
、
山

形
県
警
と
「
高

齢
者
を
事
件
事

故
か
ら
守
る
活

動
に
関
す
る
協

定
」
を
結
ん
だ

こ
と
で
す
。
山

形
県
内
二
十
八
の
Ｓ
Ｃ
・
会

員
約
一
万
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
山
形
県
警
か
ら
注
目

さ
れ
「
訪
問
先
で
の
高
齢
者

へ
の
交
通
事
故
防
止
・
特
殊

詐
欺
な
ど
へ
の
注
意
喚
起
」

な
ど
の
声
掛
け
を
期
待
さ
れ

実
現
し
た
協
定
で
し
た
。

　

会
員
拡
大
に
つ
い
て

「
一
：
一
（
イ
チ
・
イ
チ
）

運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
会
員
数
が
伸
び
悩

む
中
、
お
陰
様
で
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
数
は
順
調
に
増

え
て
お
り
ま
す
。

　

長
瀨
理
事
長
、
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
お
元
気
で
ご
活
躍
を

願
っ
て
お
り
ま
す

�

（
取
材
・
広
報
部
）

長瀬理事長　全シ協会長表彰を受賞長瀬理事長　全シ協会長表彰を受賞

電子広告（イメージ図）イオン山形南店電子広告（イメージ図）イオン山形南店
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令和４年度　安全就業標語入選作発表令和４年度　安全就業標語入選作発表
安全就業標語入選作
最優秀 慣れた頃　潜む油断が　事故招く （出羽・明治地区）樋口　俊樹
優　秀 見たつもり　やったつもりが　事故のもと （東沢地区）板垣源太郎

過信する　気の緩みから　起きる事故 （出羽・明治地区）長谷川浩二
佳　作 声掛けで　絶対なくそう　気のゆるみ （第２地区）大沼美智子

事故「０ゼロ」へ　意識徹底　安全就業 （第２地区）小林　敏子
ルールを守

まもり
　事故防止 （第４地区）志田　　正

気のゆるみ　近づく危険は　まったなし （第５地区）阿部　宜久
急ぐほど　気付かず増える　危険の芽 （西地区）吉永　二郎
忙しい時こそ　急がば回れの　合言葉 （出羽・明治地区）石山　長悦

　

例
年
七
月
に
展
開
さ
れ
る
「
全
国
安
全
・

適
正
就
業
強
化
月
間
」
に
合
わ
せ
、
今
年
度

も
皆
さ
ん
の
安
全
意
識
高
揚
を
目
的
に
安
全

標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
六
十
五
名
の
方
か
ら
、
合
計
百

七
十
四
編
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
上
記
九
名
の
標

語
を
入
選
作
品
と
し
て
選
考
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
第
七
波

と
し
て
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
で
、
今
年
度

も
安
全
講
習
会
の
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
賞
者
の
皆
様
へ
表
彰

状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
上
記
入

選
作
品
に
次

点
の
作
品
十

六
編
を
追
加

し
た
計
二
十

五
編
を
、
山

形
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合

会
へ
の
推
薦

作
品
と
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

「
全
国
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
の
活
動

と
し
て
七
月
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

夏
季
は
、
熱
中
症
の
危
険
が
高
ま
る
こ
と
も
あ

り
、
屋
外
作
業
の
除
草
や
草
刈
り
、
剪
定
作
業
を

中
心
に
九
カ
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
パ

ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
重
大
な
危
険
項
目
は
な
く
、

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
熱
中
症
予
防
や
害
虫
対
策
に

気
を
つ
か
い
、
安
全
を
確
保
し
て
就
業
し
て
お
り

ま
し
た
。
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
、
緊
急
連
絡

カ
ー
ド
を
車
に
置
い
て
あ
る
等
、
正
し
く
携
帯
し

て
い
な
い
会
員
が
お
り
、
就
業
中
は
身
に
付
け
て

携
帯
す
る
よ
う
指
導
い
た
し
ま
し
た
。
事
故
防
止

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
注
意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。

安全標語受賞者の皆さん安全標語受賞者の皆さん

安全パトロール安全パトロール

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
成
田
　
　
厳
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早
い
も
の
で
令
和
四
年
度
も
半
年

を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
事
業

部
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
事
業

運
営
に
対
し
ま
し
て
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
理
解
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

〇
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
即
売
会

　

三
月
～
十
月
ま
で
の
毎
月
第
二
土

曜
日
、
午
前
八
時
頃
か
ら
シ
ル
バ
ー

作
業
所
に
於
い
て
シ
ル
バ
ー
会
員
が

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
自
転
車
を
展
示
し

て
即
売
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

月
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
安

価
で
品
質
も
良
い
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

〇
未
就
業
会
員
対
象
の
除
草
作
業

�（
令
和
四
年
六
月
以
前
入
会
員
対
象
）

　

一
回
目
が
五
月
二
十
六
・
二
十
七

日
、
二
回
目
が
七
月
二
十
八
・

二
十
九
日
に
双
月
橋
上
流
の
盃
山

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
除
草
作
業
を
延

約
一
五
〇
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し

た
。
暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
様
で

し
た
。
三
回
目
は
十
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

〇
事
業
所
（
就
業
先
）
訪
問
活
動

　

八
月
二
十
四
日
に
三
カ
所
の
事
業

所
を
訪
問
し
、
就
業
会
員
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
問
題
点
や
要
望
な
ど

有
意
義
な
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。
十
月
に
も
三
カ
所
の
事
業
所
訪

問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
就
業
相
談
の
実
施

　

毎
月
第
二
水
曜
日
に
未
就
業
会
員

減
少
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
会
議
室
に
て
就
業
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
就
業
の
意
向
を
確
認

し
合
い
継
続
し
て
就
業
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

事業所訪問（北山形駅西口）事業所訪問（北山形駅西口）

　

花
笠
ま
つ
り
は
三
年
ぶ
り
に
大
勢

の
踊
り
手
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
前
夜
祭
の
奉
納
式
は
七
日
町

ほ
っ
と
な
る
広
場
で
行
わ
れ
、
森
谷

ヨ
シ
エ
さ
ん
と
二
人
で
参
加
し
ま
し

た
。
花
笠
は
市
長
や
県
観
光
協
会
会

長
か
ら
蔵
王
権
現
さ
ん
へ
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。　

　

今
年
は
六
十
周
年
記
念
に
あ
た
り
、

市
農
政
課
よ
り
市
役
所
に
新
し
い
花

笠
を
飾
り
た
い
と
依
頼
を
受
け
、
七

月
よ
り
会
員
有
志
の
方
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
製
作
を
始
め
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
や
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
何
度
も

失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
頑
張
り
ま

し
た
。
尚
美
堂
さ
ん
か
ら
も
ご
支
援

を
受
け
、
お
陰
様
で
市
役
所
入
口
に

「
編
み
手
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

女
性
部
」
と
立
派
な
看
板
と
一
緒
に

飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二

十
八
年
か
ら
続
け
て
き
た
花
笠
作
り

は
、
沢
山
の
方
よ
り
ご
尽
力
を
頂
き

大
き
な
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
感

無
量
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

八
月
二
十
六
日
の
施
設
見
学
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
為
十
二
名
で
の
開
催
で

し
た
。
野
草
園
で
は
散
策
し
な
が
ら

自
然
と
ふ
れ
あ
い
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
西
消
防
署

で
は
、
地
震
体
験
や
消
火
器
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
体
験
も
行
い
、
普
段
か
ら
の
備

え
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
だ
よ
り

事
業
部
会
だ
よ
り

　
　
花
笠
ま
つ
り
六
十
周
年
を
迎
え
て

　
　
花
笠
ま
つ
り
六
十
周
年
を
迎
え
て

女
性
部
会
長　

塩
野
　
美
智
子

�

事
業
部
会
長　

髙
野
　
昭
英
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地域紹介地域紹介 わが街通信

山
川
　
良
男

第

五

地

区

　

江
戸
時
代
か
ら
の
商
人
町
・
村

落
と
新
興
地
区
の
町
、
二
十
九
の

町
内
会
・
自
治
会
に
よ
っ
て
第
五

地
区
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

千
歳
山
の
麓
を
通
る
街
道
と
小

白
川
を
通
る
街
道
に
挟
ま
れ
た
地

域
は
、
か
つ
て
、
田
ん
ぼ
や
畑
で

あ
っ
た
。
市
街
地
が
東
の
方
向
へ

開
発
さ
れ
行
く
中
で
、
山
大
や
南

高
が
出
来
て
か
ら
、
文
教
地
区
・

住
宅
地
区
と
し
て
発
展
し
て
き
た

地
域
と
言
え
る
。
町
や
村
落
に
は
、

神
社
・
仏
閣
が
あ
る
が
、
新

興
地
区
に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん

ど
無
い
。
昔
か
ら
の
商
人

町
・
村
落
と
新
し
い
町
の
合

体
地
区
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

地
区
内
に
あ
る
「
諏
訪
神

社
」
は
農
業
の
神
様
と
し
て

祀
ら
れ
、
祭
日
に
は
「
茄

子
」
が
供
え
ら
れ
る
と
言
う
。

境
内
に
は
福
寿
稲
荷
神
社
と

普
賢
神
社
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
も
み
じ
公
園
」

に
は
、
明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
政

策
で
廃
寺
と
な
っ
た
宝
幢
寺
の
庭

園
や
、
書
院
で
あ
っ
た
「
清
風

荘
」、
全
国
で
も
珍
し
い
公
設
の

茶
室
「
宝
紅
庵
」
が
あ
る
。
寺
の

本
堂
は
国
分
寺
薬
師
堂
に
移
設
さ

れ
て
い
る
。

　

庭
園
は
池
泉
回
遊
式
で
、
春
の

若
葉
、
夏
の
深
緑
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
雪
景
色
と
、
四
季
を
通
じ
て

楽
し
め
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
、

訪
れ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

もみじ公園もみじ公園

太
刀
川
　
弘

西

部

地

区

　

私
の
住
む
柏
倉
門
伝
村
は
、

昭
和
三
十
一
年
山
形
市
に
合
併
。

合
併
当
時
の
人
口
は
約

四
三
〇
〇
人
。
県
立
柏
倉
門
伝

高
等
学
校
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

今
は
昔
。

　

さ
て
、
わ
が
村
の
シ
ン
ボ
ル

は
、
山
形
市
長
も
推
奨
す
る

「
富
神
山
」
で
す
。
標
高

四
〇
二
メ
ー
ト
ル
。
登
山
口
は

南
、
北
、
西
と
三
方
か
ら
登
れ

ま
す
。
初
心
者
や
我
々
シ
ル

バ
ー
は
西
口
か
ら
が
良
い
で

し
ょ
う
。
所
要
時
間
は
約

四
〇
分
。
頂
上
付
近
が
や
や

急
で
す
が
、
全
体
的
に
は
な

だ
ら
か
な
登
山
道
で
す
。
春

は
ヒ
メ
サ
ユ
リ
も
散
見
さ

れ
、
登
山
者
を
癒
し
て
く
れ

ま
す
。

　

い
よ
い
よ
山
頂
で
す
。
皆

さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
。
南
は
上
山

市
内
、
北
は
天
童
、
東
根
市

内
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。
昔
、

長
谷
堂
合
戦
の
際
、
上
杉
軍

が
山
頂
よ
り
最
上
城
を
偵
察
し

た
折
、
霧
で
霞
み
見
え
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
「
霞
ヶ
城
」
と
名

付
け
ら
れ
た
と
も
言
う
。

　

四
季
を
通
じ
楽
し
め
ま
す
が
、

特
に
秋
の
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂

の
景
観
は
必
見
で
す
。
山
頂
に

は
長
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
用
意

さ
れ
、
皆
さ
ん
楽
し
く
お
食
事

を
さ
れ
て
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の

皆
さ
ん
、
是
非
一
度
い
か
が
で

す
か
。
晴
れ
た
日
を
選
ん
で
ね
。

富神山（ふれあい展望台）富神山（ふれあい展望台）
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私
の
趣
味
の
一
つ
に
ヒ
ラ
メ
釣
り

が
あ
り
ま
す
。

　

遊
漁
船
に
乗
り
、
生
き
た
イ
ワ
シ

を
針
に
掛
け
て
ヒ
ラ
メ
を
狙
う
釣
り

で
す
。

　

年
に
数
回
、
釣
り
仲
間
と
一
緒
に
、

宮
城
県
沖
の
太
平
洋
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

釣
り
に
入
る
と
、
船
が
移
動
す
る

と
き
以
外
ほ
と
ん
ど
立
ち
っ
ぱ
な
し

に
な
る
の
で
、
体
力
も
必
要
な
釣
り

で
も
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
ラ
メ
釣
り
の
醍
醐
味
は
、
小
さ

な
当
た
り
が
来
て
か
ら
、
餌
に
食
い

つ
く
ま
で
の
竿
先
か
ら
伝
わ
る
緊
張

感
と
ワ
ク
ワ
ク
感
、
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て

か
ら
、
リ
ー
ル
で
糸
を
巻
き
上
げ
る

際
味
わ
う
強
い
引
き
で
す
。

　

釣
果
ゼ
ロ
の
時
も
あ
り
、
そ
の
と

き
は
多
く
釣
り
上
げ
た
仲
間
が
分
け

て
く
れ
る
の
で
、
絆
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　

年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
ワ
ク
ワ
ク

感
を
味
わ
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
釣
り
の
前
日
は
、
明
日

の
釣
果
を
期
待
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
釣
り
具
や
飲
み
物
な
ど
の
準

備
を
し
ま
す
。

　

当
日
は
当
た
り
が
来
た
時
の
ワ
ク

ワ
ク
感
を
味
わ
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

趣
味
や
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
は
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
る
と

い
う
研
究
結
果
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

第
三
地
区
宮
町
十
区
・
私
の
町
内

で
、
の
ら
猫
ち
ゃ
ん
を
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
方
と
み
し
ま
町
内
会
の

相
橋
様
の
協
力
で
、
一
匹
ず
つ
捕
獲

し
て
、
避
妊
手
術
と
、
右
耳
の
上
部

を
少
し
カ
ッ
ト
し
て
元
の
場
所
に
戻

し
、
町
内
の
猫
と
し
て
保
護
し
、
見

守
り
、
育
て
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が

「
地
域
猫
」
で
す
。

　

三
月
ま
で
は
十
匹
完
了
し
、
八
月

に
三
匹
を
地
域
猫
に
す
る
予
定
で
す
。

我
が
家
に
は
二
匹
い
ま
す
が
、
今
回

一
匹
引
き
取
り
、
三
匹
に
な
り
ま
し

た
。
近
所
の
方
で
、
六
匹
も
引
き
取

り
育
て
て
い
る
方
も
い
ま
す
よ
。

　

今
は
、
テ
レ
ビ
も
猫
ち
ゃ
ん
の
番

組
が
多
い
で
す
ね
。
我
が
家
の
ミ
イ
、

ミ
ケ
、
フ
ク
ち
ゃ
ん
は
、
名
前
を
呼

ぶ
と
、
ち
ゃ
ん
と
ニ
ャ
ー
ン
と
返
事

を
し
て
、
目
が
パ
ッ
チ
リ
大
き
く
て
、

か
わ
い
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行

も
行
け
ず
、
中
学
の
ク
ラ
ス
会
も
な

く
、
残
念
で
す
が
、
毎
日
猫
ち
ゃ
ん

か
ら
癒
さ
れ
て
、
楽
し
く
て
、
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ね
‼

　

昔
の
伝
言
に
、
猫
が
い
な
く
な
る

と
ね
ず
み
、
も
ぐ
ら
が
増
え
る
と
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
猫
ち
ゃ
ん
と
の

出
会
い
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
育
て
て
く
だ
さ
い
ね
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

出
羽
・
明
治
地
区

�

小
山
　
勝
美

趣
味
か
ら
得
ら
れ
る

　
絆
と
高
揚
感

第
三
地
区

�

石
山
　
一
美

皆
さ
ん「
地
域
猫
」っ
て

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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私
の
家
族
は
、
私
・
妻
・
猫
の
三

人
？
で
す
。
十
年
程
前
、

娘
が
迷
い
子
猫
を
拾
っ

て
き
た
の
で
し
た
。

　

娘
か
ら
懇
願
さ
れ
、

し
ぶ
し
ぶ
飼
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
名
前

は
ビ
ビ
に
し
ま
し
た
。

　

亡
き
母
は
、
猫
嫌
い

で
し
た
。
い
つ
も
リ
ビ

ン
グ
の
椅
子
に
座
っ

て
、
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し
て
い
た

の
で
す
。
ビ
ビ
は
、
お
腹
を
空
か
す

と
、
亡
き
母
に
背
伸
び
し
な
が
ら
、

タ
ッ
チ
し
て
エ
サ
を
ね
だ
る
の
で
し

た
。
子
猫
ゆ
え
、
そ
の
仕
草
に
み
な
、

メ
ロ
メ
ロ
に
。
亡
き
母
も
、
ビ
ビ
に
、

ぞ
っ
こ
ん
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
ビ
ビ
も
成
猫
に
な
り
、
家

族
や
お
客
様
に
も
ス
リ
ス
リ
し
て
、

人
間
大
好
き
な
猫
に
。

　

あ
と
、
何
年
生
き
る
の
か
な
ぁ
？

　

私
よ
り
、
長
く
生
き
る
？
競
争
し

よ
う
。

　

ひ
ざ
は
ガ
ク
ガ
ク
、
心
臓
は
バ
ク

バ
ク
体
中
が
震
え
る
。
二
〇
一
四
年
、

会
場
は
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
、
Ｊ
１

昇
格
プ
レ
ー
オ
フ
決
定
戦
で
の
出
来

事
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
一

コ
マ
で
す
。

　

モ
ン
テ
の
観
戦
を
シ
ー
ズ
ン
通
じ

て
行
く
よ
う
に
な
っ
て
十
二
年
が
経

ち
ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
れ
ば
タ

オ
マ
フ
を
回
す
、
勝
利
す
れ
ば
祝
杯

を
あ
げ
る
。
更
に
は
次
の
日
の
山
新

を
チ
ェ
ッ
ク
、
夕
方
の
Ｔ
Ｖ
は
全

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
て
、
家
族
か
ら
煙

た
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
式
Ｈ
Ｐ
や

掲
示
板
、
ブ
ロ
グ
の
閲
覧
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
次
の
試
合
ま
で
楽
し
み
が

続
き
ま
す
。

　

私
が
モ
ン
テ
を
応
援
す
る
理
由
は
、

元
気
と
感
動
を
貰
え
る
か
ら
で
し
ょ

う
。

　

運
動
公
園
第
三
運
動
場
に
居
た
時
、

歓
声
が
聞
こ
え
、
そ
れ
と
同
時
に
応

援
の
声
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
、
そ

れ
が
、
相
手
チ
ー
ム
か
ら
ゴ
ー
ル
を

決
め
ら
れ
た
と
知
り
、
な
ん
て
素
晴

ら
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
そ
う
い
っ
た
方
と
と
も
に
、

ス
タ
ジ
ア
ム
の
除
雪
作
業
が
で
き
、

有
難
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
歳
地
区

�

樋
口
　
辰
弥

家
の
ペ
ッ
ト

滝
山
一
地
区

�

枝
松
清
三
郎

私
が
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を

　
応
援
す
る
理
由

スタジアムの除雪作業スタジアムの除雪作業

ビビビビ
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山
形
市
東
部

山
麓
に
位
置
す

る
鈴
川
公
園
は
、

馬
見
ヶ
崎
・
双

月
・
沼
の
辺
の

三
地
区
を
有
す

る
広
域
自
然
公

園
で
す
。

　

山
形
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
、
そ
の
管
理

（
双
月
の
丘
）
を
シ
ル
バ
ー
会
員

四
名
の
方
が
担
当
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
就
業
内
容
は
清
掃
・
草
刈

り
・
除
草
・
樹
木
剪
定
・
施
設
点

検
等
、
就
業
期
間
は
四
月
か
ら
十

一
月
ま
で
、
就
業
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
就
業
体

制
は
二
名
一
組
で
の
交
代
勤
務
制

で
す
。

　

今
回
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
加
藤
さ

ん
と
藤
田
さ
ん
に
、
双
月
の
丘
で

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

広
大
な
敷
地
の
管
理
は
極
め
て

大
変
な
作
業
で
す
が
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
そ
の
自

然
の
中
で
仕
事
が
出
来
る
こ
と
は
、

す
ご
く
楽
し
く
と
て
も
感
謝
し
て

い
る
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
公
園
は
境
界
が
一
般
住
宅

と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
特
に
安

全
就
業
に
は
気
を
つ
け
る
と
共
に
、

近
隣
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
な
が
ら
、
良
好

な
関
係
を
築
い
た
上
で
信
頼
と
信

用
を
得
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大

切
だ
と
考
え
、
実
践
さ
れ
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
そ
の
姿
勢
は
、

正
に
就
業
会
員
の
お
手
本
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
天
候
の
中
で
の
屋
外

作
業
で
す
の
で
、
体
調
に
は
十
分

に
配
慮
さ
れ
た
上
で
益
々
の
活
躍

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
清
涼
な
る
地

へ
一
度
足
を
運
ば
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
の

内
、
在
宅
療
養
者
で

支
援
物
資
が
必
要
な

希
望
者
に
対
し
、
宅

配
す
る
た
め
食
料
品

の
箱
詰
め
作
業
を

行
っ
て
い
る
生
活
協

同
組
合
共
立
社
（
山

形
市
流
通
セ
ン

タ
ー
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

業
務
は
派
遣
事
業
で
の
就
労
。

就
業
日
は
月
・
水
・
金
曜
日
、
午

前
七
時
半
か
ら
午
前
十
一
時
三
十

分
ま
で
と
午
前
八
時
か
ら
正
午
。

会
員
数
は
男
女
合
計
十
二
名
で
の

就
労
で
す
。

　

当
日
分
の
箱
詰
め
す
る
食
料
品

（
飲
料
水
・
パ
ッ
ク
ご
飯
・
乾

麺
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
缶
詰
等
二

十
品
目
）
を
準
備
し
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
カ
ー
ト
に
箱
を
乗
せ
、
重
い

物
を
箱
の
下
段
に
軽
い
物
を
上
段

に
順
序
良
く
品
目
を
ピ
ッ
キ
ン
グ
、

箱
詰
め
し
ま
す
。
最
後
に
商
品
の

確
認
作
業
を
し
て
封
印
の
テ
ー
プ

を
貼
る
。
一
箱
の
重
量
は
約
十
ｋ

ｇ
位
に
な
り
ま
す
。
一
日
の
作
業

量
は
当
初
は
四
百
個
程
で
し
た
が
、

最
近
、
感
染
者
の
増
加
に
伴
い
連

日
六
百
個
に
な
り
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
黒
沼
勇
一
さ
ん
は

初
め
の
う
ち
は
仕
事
に
不
慣
れ
と
、

立
ち
仕
事
で
辛
か
っ
た
。
箱
の
大

き
さ
が
変
わ
っ
た
り
し
て
作
業
の

遅
れ
が
生
じ
た
り
、
商
品
の
到
着

遅
延
に
よ
り
時
間
外
も
発
生
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
翌
日
は
休
日
で

休
養
が
で
き
、
今
は
す
っ
か
り
慣

れ
体
調
も
良
く
作
業
も
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
作
業
量
が
多
い
と

き
は
社
員
の
応
援
が
あ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。
暑
い
中
、
各
自
適
時

に
熱
中
症
に
注
意
し
、
水
分
補
給

を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
当
日
も
第
七
波
が
猛
威
を

ふ
る
っ
て
お
り
、
連
日
感
染
者
は

過
去
最
大
数
に
な
り
ま
し
た
。
早

期
の
収
束
を
願
い
、
感
染
拡
大
を

乗
り
越
え
た
い
も
の
で
す
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

加藤　　裕・藤田　和男
渡辺　和夫・樋口　　実

鈴川公園（双月の丘）
公園内清掃管理業務　

作業風景作業風景

藤田和男さん・加藤裕さん藤田和男さん・加藤裕さん

黒沼　勇一
生活協同組合共立社

箱詰め業務
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新
入
会
員
紹
介

第

二

地

区	

安
部　

浩
子

	

枝
松　

隆
雄

第

五

地

区	

石
黒　

月
子

第

六

地

区	

佐
々
木　

平

	

中
村　

誠
一

第

七

地

区	

奥
山　

靜
子

西

地

区	

貝
和　

啓
子

	

河
内　

洋
志

第

八

地

区	

石
山
と
み
子

	

白
石　

明
彦

第

十

地

区	

加
藤　

え
い

	

三
原
美
佐
子

	

齋
藤　

貞
治

鈴
川
二
地
区	

大
津　

洋
子

	

橋
本　

雄
司

鈴
川
三
地
区	

本
郷　
　

純

千

歳

地

区	

平
泉　

米
子

	

髙
橋　

利
光

東

沢

地

区	

遠
藤　

忠
夫

滝
山
一
地
区	

市
川　

喜
美

	

坪
沼　

吉
彦

	

武
田　

久
助

滝
山
一
地
区	

齋
藤　

和
人

滝
山
二
地
区	

多
田　

隆
一

	

進
藤　

善
子

	

進
藤　

文
英

	

佐
藤　
　

宏

出
羽
・
明
治
地
区	

武
田　
　

茂

	

鈴
木　
　

博

金

井

地

区	

板
垣　

純
子

	

後
藤　

直
子

	

加
藤　
　

繁

大

郷

地

区	

渋
谷　
　

茂

山
寺
・
高
瀬
地
区	

遠
藤　

重
稔

蔵

王

地

区	

武
田　

正
志

南
山
形
・
本
沢
地
区	

鏡　
　

和
雄

	

青
木　

礼
子

南
沼
原
地
区	

塚
原　

里
美

	

寒
河
江　

弘

	

滝
口
ケ
イ
子

	

鈴
木　
　

恵

	

大
場　
　

忍

	

御
船　
　

勉

	

本
間　

光
康

第
四
地
区

志
鎌
　
久
子

　

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
、
元
気

に
働
い
て
お
り
ま
す
。
私
が
短
歌
に

嵌は
ま

っ
た
の
は
、
五
十
年
前
「
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
」
に
罹
り
一
年
入
院

し
た
時
か
ら
で
あ
る
。
投
稿
の
歌
が
、

歌
人
土
屋
文ぶ

ん

明め
い

氏
か
ら
選
出
さ
れ
た

の
が
切
っ
掛
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
歌
聖
斎
藤
茂
吉
の
子
弟
、

草
刈
亀
一
郎
氏
の
歌
会
に
入
会
、
師

の
亡
き
今
「
や
ま
し
ん
歌
壇
」
に
出

詠
。
年
間
賞
の
人
賞
・
地
賞
も
頂
き
、

四
十
八
回
と
な
る
茂
吉
全
国
大
会
に

も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
業
の
仲
間
に
も
勧
め
た
と
こ
ろ
、

「
俳
句
の
方
が
」
と
の
答
え
に
学
び

て
新
聞
に
載
っ
た
も
の
で
す
。
名
は

俳
号
で
す
。

《
就
業
仲
間・志
鎌
さ
ん
の
作
品
》

遠
く
住
む
孫
三
人
の
盆
帰
省

�

結
城
多
春

秋
雨
や
彫
り
の
仕
上
げ
の
弥
陀
如
来

�

小
林
松
月

心
技
体
活
か
す
や
夏
の
仕
事
尽

�
逸
見
格
生

病
癒
へ
仲
間
と
捥も

ぐ
や
銀
杏
の
実

�

服
部
源
光

コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
放
せ
ず
滲
む
汗

�

大
場
章
峰

コ
ス
モ
ス
や
母
の
背
中
と
夕
日
恋
ふ

�

井
上
多
美

故ふ
る

里さ
と

に
茂
吉
の
好
き
な
翁
草

�

志
鎌
青
蘭

人
生
謳
歌

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

�

心
あ
り

《
志
鎌
さ
ん
受
賞
作
》

　

や
ま
し
ん
歌
壇　

人
賞

海
岸
の
岩
に
腰
か
け
足
組
め
ば

ア
ン
ク
レ
ッ
ト
は
光
り
輝
く

　

や
ま
し
ん
歌
壇　

地
賞

園
児
等
が
「
猫
バ
ス
」
と
慕
ふ

送
迎
車
濃
霧
が
包
む
街
へ
と
消
ゆ
る
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あ と が き
　

今
年
の
梅
雨
は
、
記
録
的
に
短

い
期
間
で
明
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ

ナ
禍
は
第
七
波
に
入
り
、
感
染
者

は
急
激
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
千
人
を
超
え
る
感
染
者
数

に
な
る
な
ど
、
二
年
前
に
は
想
像

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
強

い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防

止
対
策
は
ま
だ
ま
だ
必
要
な
よ
う

で
す
。
と
り
あ
え
ず
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
自
分
と
周
り
の
人
た
ち

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
で
は
東
北
に
悲
願
の
優
勝
旗

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
生
た

ち
の
、
元
気
に
前
向
き
に
ひ
た
す

ら
に
野
球
に
向
き
合
う
姿
に
、
い

つ
も
よ
り
一
段
と
大
き
な
感
動
を

も
ら
っ
た
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
暑
厳
し
く
な
り
そ
う
な
予
報

が
出
て
い
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
ご

自
愛
の
う
え
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｉ
・
Ｙ
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

〇
九
〇

－

六
二
五
五

－

五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　
ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡

し
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就

業
の
際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
配
分
金
支
払
日

　

十
月
二
十
日（
木
）

　

十
一
月
十
八
日（
金
）

　

十
二
月
二
十
日（
火
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
月
十
一
日（
火
）十
七
日（
月
）

　
　
　

二
十
四
日（
月
）

　

十
一
月
一
日（
火
）八
日（
火
）

　
　
　

十
七
日（
木
）

　

十
二
月
八
日（
木
）十
六
日（
金
）

　
　
　

二
十
日（
火
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

十
月
十
二
日（
水
）

　

十
一
月
九
日（
水
）

　

十
二
月
十
四
日（
水
）

地
域
の
総
合
健
診
は

�

必
ず
受
け
よ
う
！

　

健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は

で
き
ま
せ
ん
。
各
地
区
の
総
合
健

診
を
受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　
　
訃
　
報

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す

東
沢
地
区

　

佐
藤　

 
勉
さ
ん（
七
十
四
歳
）

　
※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

創
作
品
展
示
頒
布
会
・
バ
ザ
ー
の

開
催
に
つ
い
て

日
時
：
十
月
十
四
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

十
六
日
（
日
）

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
一
階

�

（
互
助
会
文
化
祭
会
場
に
て
）

　

三
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
‼

　

感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
開

催
予
定
で
す
。

　

創
作
品
の
売
り
上
げ
は
配
分
金

と
し
て
お
支
払
い
し
、
バ
ザ
ー
の

売
り
上
げ
は
山
形
学
園
へ
寄
付
し

ま
す
。

　

男
性
・
女
性
会
員
と
も
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
講
習
会

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
中
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
鑑
み
、

今
年
度
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。
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